








膜性増殖性糸球体腎炎(MPGN)の低補体について検討した。低補体の出現率は 18 才以下と

19 才以上で異なる。低補体は成人ヘキャリーオーバーしても持続する症例が認められた。

持続性低補体(低 C3)の機序はさまざま左機序が考えられ,キャリーオーバー症例の検討は

腎炎の病態を解明するうえにおいても重要である。 


